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2018年 4月 9日号 

調査情報部  

今週の見通し 

先週の東京市場は、反落の後、切り返した。米株急落を受けて一時軟調となったものの、米中貿易戦争回避

への楽観的な見方が広がり、買い戻しが優勢となった。ただ、トランプ大統領は 5 日、1000 億ドルの追加関税を

打ち出し、再び不透明感が強まったが、マーケットへの影響は限定的だった。主力銘柄に見直し買いが入ったほ

か、業績好調の内需系銘柄が物色された。また、IPO 銘柄の初値買い人気が続き、中小型株の値幅取りの動き

も見られた。米国市場は、米中貿易摩擦問題に神経質となり、2 日の NY ダウは 2 月 9 日安値を一時下回り、年

初来安値を更新した。しかし、その後は、貿易戦争には至らないとの見方から、反発した。為替市場でドル円は、

貿易戦争回避への楽観的な見方が強まるとドルが買い戻され、一時1ドル107円台を付けた。ユーロ円も円が弱

含みとなり、1ユーロ 131円台半ばまで円安が進んだ。 

今週の東京市場は、戻りを試す動きとなろう。週末に SQ を控えているうえ、外部環境に左右されやすい状況

が続くことから、やや値動きの荒い局面が予想されるものの、新年度の新規資金流入期待や外国人投資家の売

り一巡観測などから、次第高の展開となろう。また、3 月期決算の発表が近づき、好業績銘柄への選別物色が見

込まれるほか、中小型株物色の流れも続こう。米国市場はトランプ大統領の発言や主要経済指標の動向を睨み

ながら、引き続きやや神経質な展開となろう。ただ、貿易戦争回避に進展が見られれば、戻り歩調が鮮明となろ

う。為替市場でドル円は貿易摩擦懸念や地政学的リスクの後退などから、ドル強含みとなり、1 ドル 108円台を試

す動きとなろう。ユーロ円はドル円の動きを睨みつつ、1ユーロ 131円～133円のレンジとなろう。 

今週、国内では 9日（月）に 3月の消費動向調査、景気ウォッチャー調査、11日(水)に 2月の機械受注が発表

されるほか、12日(木)には日銀支店長会議が開かれ、さくらレポートが公表される。一方、海外では 10日(火)に 3

月の米卸売物価、11日には 3月の中国消費者物価、米消費者物価、財政収支、13日(金)に 3月の中国貿易統

計が発表される。 

テクニカル面で日経平均は今週、52 週線(21032 円：6 日現在)がサポートとなり、200 日線(21367 円：同)や 25

日線(21391 円：同)を回復した。さらに、1 月 23 日高値を起点とした下降トレンドラインを上回ってきた。日足一目

均衡表でも基準線(21159 円：同)を回復し、遅行スパンが日々線を捉えつつある。3 月 12 日高値(21971 円)を上

回れば、抵抗帯下限(22287円：同)や 75日線(22348円：同)への戻りを試す動きとなろう。一方、下値は 200日線

や転換線(21259円：同)、52週線などがめどとなろう。(大谷 正之) 
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各種指数の推移 （Bloombergデータより証券ジャパン調査情報部が作成） 
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☆業績好調で 3月安値が 2月安値より上位にある主な銘柄群 

日経平均採用銘柄では、3月の安値が 2 月安値を上回る銘柄は、全体の 20％に相当する 45 銘柄にとどまる

が、東証 1部では、同 45.1％に相当する 939 銘柄に達している。テクニカル的に好位置にあり、業績好調な銘柄

も多く存在している。下値を切り上げながら再び高値圏を窺う銘柄も散見され、注目したい。     （野坂 晃一）  

 

投資のヒント 
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トクヤマ（4043･東 1） 

18 年 3月期第 3四半期(4－12月)業績は売上高が前

年同期比 3.7％増の 2260.9億円、営業利益が同 6.6％増

の 301.5 億円。化成品では、苛性ソーダや塩ビモノマー、

塩ビ樹脂がアジア向け輸出の増加や販売価格の上昇で

増収増益。一方、特殊品では、半導体製造分野向けの

多結晶シリコンや乾式シリカ(研磨剤)、高純度薬品、窒化

アルミニウム(製造装置部品)などが伸びたものの、トクヤ

ママレーシアの連結除外により、減収増益。セメントでは

東京五輪のインフラ関連工事の本格化による国内販売

量の増加に加え、アジア地域の旺盛な需要を背景とした

輸出増などで数量は伸びたものの、石炭等の原料価格

の上昇により製造コストが増加し、増収減益。また、ライ

フアメニティーでは歯科器材やイオン交換膜は好調だっ

たものの、医薬原薬の減少やガスセンサの連結除外で

減収減益。会社側ではクロルアルカリを中心とする化成

品や半導体向け電子材料の好調を背景に通期見通しを

引き上げているが、営業利益は前年比 30 億円増の 390

億円(同 1.2％増)を見込む。19 年 3 月期も電子材料や苛

性ソーダの伸長に加え、原燃料価格上昇を価格改定でカ

バーし、増益基調が続くとみられる。（大谷 正之） 

 

オリエンタルランド（4661･東 1） 

18年 3月期通期の業績見通しは第 3四半期決算発

表時に据え置かれた。ただ、第 4四半期（1－3月）には

人気の高い「アナと雪の女王」(ランド)のほか、新規イベ

ントの「ピクサー・プレイタイム」(シー)や「ダッフィーのハ

ートウォーミング・デイズ」(シー)が開催され、新規ホテル

の寄与も手伝って、入園者数は堅調を維持すると期待さ

れる。さらに、2018年度にはディズニーリゾート 35周年

「Happiest Celebration！」のイベント(4/15～19/3/25)が

控えている。新しい昼のパレード「ドリーミング・アップ！」

に加え、「イッツ・ア・スモールワールド」のリニューアル

オープンも予定されている。さらに、2020年には「サーキ

ット」の跡地に「美女と野獣」の新エリアもオープンする計

画だ。加えて、2020年以降も敷地の拡張などによって、

新しいキャラクターや大型アトラクション施設の導入を検

討している(一説には空と宇宙をテーマにした「ディズニ

ー・スカイ」とも？)。今後も賃金上昇によるレジャー関連

支出の増加や訪日外国人観光客の伸びが予想され、更

なる収益成長が見込まれよう。（大谷 正之） 

今週の参考銘柄 
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ラウンドワン（4680･東 1）  

2月に同社は 18年 3月期の会社計画を上方修正、営

業利益は 97.07億円と前年比 45.3％増を見込む。ただ、

第 3四半期までの好調な実績を織り込んだだけで、第 4

四半期（1－3月）の計画（例えば既存店売上高の前提は

前年同期比 1.2％増）は変えなかった。なお、販促効果で

ボーリングなどが好調に推移、3月の既存店売上高は前

年同期比 3.1％増（第 4四半期では同 2.9％増）となった。

土日祝日が 1日多い影響を加味した実質ベースで 1％

程度の増加とみられるが、前年好調、天候が良かったこ

となどを鑑みれば、好調に推移したとみている。2019年

3月期も新規出店や人件費などのコスト増を吸収して営

業増益が期待されよう。無料キャンペーンの範囲拡大な

どの販促効果が奏功、来店顧客が 10代、20代の若年

層からファミリー層へ広がりをみせており、ボーリングか

らカラオケ、スポッチャなどの売上増に繋がってきそうだ。

また、ボーリングの新型機（今年の秋以降）や自動チェッ

クイン機の導入なども検討されている。利益率が高いボ

ーリングの売上増、コスト削減効果が期待されよう。17

年12月末で19店舗となった米国事業も利益増に貢献す

る局面にあると思われる。（増田 克実） 

 

その他  
 
セブン＆アイＨＤ（3382） 
海外コンビニの好調、国内コンビニ堅調（ロイヤリティ率の減額をカバーした）、ニッセンの構造改革効果などが寄
与、前期の営業利益は前年比 7.4％増の 3916億円と会社計画を若干ながらも上回った。今期の営業利益は前
年比 6％増の 4150億円を計画。買収効果などで米国コンビニの好調が続きそうな他、イトーヨーカ堂の回復も見
込まれる。国内コンビニは新しい店舗レイアウトの効果や新商品、リニューアル商品の投入効果などが期待され
る。なお、イズミと業務提携で合意したと発表。イズミの展開するエリアでの共同仕入れ、店舗の共同出店・運営
などが検討されているが、提携は双方にとってメリットが大きそうだ。 
 

ビックカメラ（3048） 
2月の全店売上高（ビックカメラ+コジマ)は、冷蔵庫や美容家電がやや減速したものの、テレビや洗濯機、調理家電、
PC、スマホ、ゲーム、医薬品などが好調に推移、前年同月比 111.6％と好調、上期(9－2月)累計も同 109.8％と健闘
している。4月からは楽天と新会社を設立して利便性の高いインターネット通販「楽天ビック」をスタート。競争力のあ
る価格と幅広い品揃えに加え、物流面の協業深化も期待される。第 2四半期の決算発表は 4月 10日予定。 
 

東洋紡（3101） 
高付加価値のフィルムや需要増加が見込まれる自動車関連に注力、成長の牽引役となりそう。韓国・台湾などで
需要拡大が見込まれる液晶用超複屈折フィルム「コスモシャイン SRF」、セラミックコンデンサー用離型フィルム、
エアバッグ用ナイロン原糸や基布などで、新工場の建設などで生産能力を増強していく方針。 
 

バイテックＨＤ（9957） 
2020年度に売上高 3000億円、営業利益 80億円、EPS270円以上を目標とする新中期経営計画を 2月に発表し
ている。植物工場事業、環境エネルギー事業に本格参入、利益率の低いエレクトロニクス商社からの脱却を目指
している。なお、植物工場事業は、業務用レタス葉物市場でシェア 10％の獲得と他の水耕栽培野菜市場に参入
し、2021年度に売上高 100億円という目標を掲げた。                             

（増田 克実） 

今週の参考銘柄 
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＜国内スケジュール＞ 

４月９日（月） 

２月国際収支（８：５０、財務省） 

３月消費動向調査（１４：００、内閣府） 

３月景気ウォッチャー調査（１５：００、内閣府） 

４月１０日（火） 

３月工作機械受注（１５：００、日工会） 

上場  ＨｕｍａｎＡ<6575> マザーズ 

４月１１日（水） 

３月企業物価指数（８：５０、日銀） 

２月機械受注（８：５０、内閣府） 

３月中古車販売（１１：００、自販連） 

上場  コンヴァノ<6574> マザーズ 

４月１２日（木） 

日銀支店長会議 

日銀地域経済報告（さくらレポート） 

３月マネーストック（８：５０、日銀） 

２月産業機械受注（１１：００、産工会） 

４月１３日（金） 

グリアＯＥＣＤ事務総長会見（１０：３０、日本記者クラブ） 

 

＜国内決算＞ 

４月９日（月） 
12:00～  パルコ<8251> 
14:00～  東武ストア<8274> 
15:00～  ４℃ＨＤ<8008>、高島屋<8233> 
16:00～  【2Q】コジマ<7513> 

４月１０日（火） 
15:00～  ＡＢＣマート<2670>、Ｊフロント<3086>、久光薬<4530> 

【2Q】ビックカメラ<3048> 
時間未定 ローツェ<6323>、竹内製作<6432>、スギＨＤ<7649> 

【1Q】ＯＳＧ<6136> 
４月１１日（水） 

15:00～  良品計画<7453>、プレナス<9945> 
【2Q】サイゼリヤ<7581> 

16:00～  吉野家ＨＤ<9861> 
時間未定 ローソン<2651>、ＣＶＳベイ<2687>、Ｕ．Ｓ．Ｍ．Ｈ<3222>、コメダ<3543>、イオンファン<4343>、 

ベル２４ＨＤ<6183>、スター精密<7718>、ユニー・ファミマ<8028>、チヨダ<8185>、イオン<8267>、 
イズミ<8273>、イオンモール<8905>、イオンディライ<9787>、ベルク<9974> 

４月１２日（木） 
15:00～  ホギメディカル<3593>、松屋<8237>、乃村工芸<9716> 

【2Q】島忠<8184> 
16:00～  安川電<6506>、歌舞伎座<9661> 
時間未定 ディップ<2379>、コーナン商<7516>、スリーエフ<7544>、ＭｒＭａｘ ＨＤ<8203> 

【1Q】ニッケ<3201>、津田駒<6217> 
【2Q】ファーストリテ<9983> 

タイムテーブルと決算予定（予定は変更になる場合があります） 
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４月１３日（金） 
14:00～  松竹<9601> 
15:00～  ドトル日レス<3087>、レナウン<3606>、リンガーハット<8200>、東宝<9602> 
16:00～  ＤＣＭ<3050> 
時間未定 Ｓ ＦＯＯＤＳ<2292>、スタジオアリス<2305>、北の達人<2930>、クリレスＨＤ<3387>、 

ベクトル<6058>、アークス<9948>、アオキスーパー<9977> 
【1Q】キャンドゥ<2698>、カツ田中<3547> 
【2Q】ＪＩＮＳ<3046>、ＳＨＩＦＴ<3697> 

 

＜海外スケジュール・現地時間＞ 

４月９日（月） 

独  ２月貿易統計 

休場  ギリシャ（イースター）、フィリピン（勇者の日） 

４月１０日（火） 

米  ３月卸売物価 

米  ２月卸売売上高 

米  農産物需給報告 

４月１１日（水） 

中  ３月消費者物価・卸売物価 

米  ３月消費者物価 

３月２０・２１日のＦＯＭＣ議事要旨 

米  ３月財政収支 

北朝鮮最高人民会議第１３期第６回会議 

４月１２日（木） 

欧  ２月ユーロ圏鉱工業生産 

米  ３月輸出入物価 

４月１３日（金） 

欧  ２月ユーロ圏対外貿易収支 

米  ４月ミシガン大消費者景況感指数 

中  ３月貿易統計 

米州首脳会議（１４日まで、ペルー・リマ） 

休場  タイ（旧正月） 

４月１５日（日） 

北朝鮮の故金日成主席生誕１０６年 

 

＜海外決算・現地時間＞ 

４月１２日（木） 

デルタ航空 

４月１３日（金） 

ＪＰモルガン、ウェルズ・ファーゴ、シティグループ 

（東 瑞輝） 

タイムテーブルと決算予定（予定は変更になる場合があります） 



 

 

 
- 8 - 

投資にあたっての注意事項 

●手数料について 

○国内金融商品取引所上場株式の委託取引を行う場合、一取引につき対面取引では約定代金に対して最大

1.2420％（税込）（但し、最低 2,700 円（税込））の委託手数料をご負担いただきます。また、インターネッ

ト取引では、「約定毎手数料コース」においては、1 取引の約定代金が 100万円以下の場合は１取引につき 540

円（税込）、1取引の約定代金が 100 万円超の場合は 1取引につき 1,080円（税込）の委託手数料をご負担い

ただきます。「1日定額コース」においては、1日の約定代金 300万円ごとに 1,620 円（税込）の委託手数料

をご負担いただきます。 

募集等により取得する場合は購入対価のみをお支払いただきます。 

※1日定額コースは、取引回数（注 1）が 30回以上の場合、現行の手数料に加えて 21,600円（税込）の追加

手数料を加算させていただきます。（注 2） 

 注 1取引回数＝約定に至った注文の数 

 注 2複数市場へのご注文は市場ごとに 1 回の注文となります。 

○外国金融商品取引所上場株式の外国取引を行う場合、売買金額（現地約定代金に買いの場合は現地諸費用を

加え、売りの場合は現地諸費用を差し引いた額）に対して最大 1.2960％（税込）の取次手数料をご負担いた

だきます。 

○非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債）を当社が相手方となりお買付けいただく場合は購入対価の

みをお支払いいただきます。 

○投資信託の場合は銘柄ごとに設定された販売手数料及び信託報酬等諸経費等をご負担いただきます。 

○外貨建て商品の場合、円貨と外貨の交換、または異なる外貨間の交換については、為替市場の動向に応じて

当社が決定した為替レートによります。 

●リスクについて 

○株式は、株価変動による元本の損失を生じるおそれがあります。また、信用取引を行う場合は、対面取引に

おいては建玉金額の 30％以上かつ 100 万円以上、インターネット取引においては建玉金額の 30％以上かつ

30 万円以上の委託保証金の差し入れが必要です。信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行うことが

できることから、損失の額が多額となり差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。外国株式の

場合、為替相場によっても元本の損失を生じるおそれがあります。 

○債券は、金利水準の変動等により価格が上下することから、元本の損失を生じるおそれがあります。 

外国債券は、金利水準に加えて、為替相場の変動により元本の損失を生じるおそれがあります。 

○投資信託は、銘柄により異なるリスクが存在しており、各銘柄の組入有価証券の価格の変動により元本の損

失を生じるおそれがあります。各銘柄のリスクにつきましては目論見書等をよくお読み下さい。 

●お取引にあたっては、開設された口座や商品ごとに手数料等やリスクは異なりますので、上場有価証券等書

面、契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をよくお読みへ下さい。これら目論見書等、資料の

ご請求は各店の窓口までお申出下さい。 

●銘柄の選択、投資に関する最終決定はご自身の判断でお願いいたします。 

●本資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成したものですが、その正確性、完全性を保証したもので

はありません。本資料に示された意見や予測は、資料作成時点での当社の見通しであり今後予告なしに当社

の判断で随時変更することがあります。また、本資料のコンテンツ及び体裁等も当社の判断で随時変更する

ことがあります。 

2018年 4月 6日現在、金融商品取引所の信用取引の禁止措置等の規制銘柄は当レポートより除外しておりま

す。今後、金融商品取引所等により新たな規制が行われる可能性があります。 

●当社の概要 

商号等：株式会社証券ジャパン 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 170 号 

加入協会：日本証券業協会 
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